
下水道 iCT 
国
土
交
通
省
は
、
下
水
道
事
業
に
情
報
通
信
技
術

(
I
C
T
)
を
普
及
さ
せ
る
一
環
と
し
て
、
官
民
で

技
術
開
発
動
向
な
ど
の
情
報
を
共
有
で
き
る
「
下
水

道
I
C
T普
及
促
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
(
仮
称
)
」

を
U
年
度
に
設
立
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
研
修

会
な
ど
を
通
じ
、
最
新
の
技
術
開
発
動
向
な
ど
の
情

報
を
提
供
。
第
三
者
が
技
術
を
評
価
・
推
奨
す
る
仕

組
み
も
導
入
す
る
。
イ
ン
フ
ラ
事
業
に
力
を
入
れ
る

I
C
T関
連
企
業
は
自
社
技
術
を
売
り
込
み
ゃ
す
く

な
り
そ
う
だ
。

I
C
T
の
普
及
ヘ
向
け
た

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

は
、
国
交
省
と
下
水
道
新
技

術
推
進
機
構
が
5
日
に
開
い

た
有
識
者
会
議
「
下
水
道
に

お
け
る
I
C
T活
用
に
関
す

る
検
討
会
」
(
座
長
・
山
田

雅
雄
中
部
大
客
員
教
授
)
で
、

日
年
度
末
に
ま
と
め
る
最
終

報
告
案
の
骨
子
と
し
て
示
さ

れ
た
。国

交
省
は
、
自
治
体
や
水

関
連
企
業
な
ど
に
I
C
T
の

導
入
を
促
し
、
下
水
道
事
業

の
効
率
化
を
目
指
す
。
は
年

夏
に
策
定
す
る
下
水
道
の
新

た
な
中
期
政
策
指
針
「
新
下

水
道
ビ
ジ
ョ
ン

2
1
0
0

(
仮
称
)
」
で
も
、

I
C
T

を
活
用
し
た
効
率
的
な
施
設

管
理
の
推
進
を
主
要
施
策
に

位
置
付
け
る
考
え
だ
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ソ

l
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ

ー
ビ
ス

(
S
N
S
)
、
研
修

トフォーム来年度にブラッ

国交省第三者の技術評価も導入
会
な
ど
を
通
じ
、

I
C
T関

連
の
最
新
の
技
術
開
発
動
向

や
、
導
入
判
断
時
の
費
用
対

効
果
の
試
算
手
法
な
ど
の
情

報
を
提
供
。

I
C
T導
入
後

の
追
跡
調
査
・
改
善
状
況
・

実
績
デ
!
タ
な
ど
も
提
供
す

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1 .日経
4.読売
7.産 経
10.中部経済
13.建設通信
⑪建設工業

る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

下
水
道
を
運
営
す
る
自
治

体
や
自
社
技
術
を
売
り
込
み

た
い
企
業
以
外
の
第
三
者
が

技
術
を
評
価
・
指
奨
す
る
仕

組
み
も
導
入
す
る
。
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
で
共
有
す
る
情

pl タ)

報
は
I
C
T
の
自
社
技
術
を

売
り
込
み
た
い
企
業
か
ら
随

時
受
け
付
け
る
よ
う
に
し
て

集
め
る
。

国
交
省
は
、
下
水
道
施
設

に
I
C
T
に
よ
る
広
域
監
視

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い

る
長
崎
市
(
人
口
約
M
万
人
)

と
兵
庫
県
多
可
町
(
約
2
万

人
)
を
対
象
に
そ
れ
ぞ
れ
導

入
効
果
を
検
証
。
そ
の
結
果
、

い
ず
れ
も
維
持
管
理
費
(
年

間
)
が
シ
ス
テ
ム
導
入
前
よ

り
約
5
%削
減
で
き
た
こ
と

が
判
明
し
た
。

た
だ
、

I
C
T
は
技
術
革

新
が
速
く
、
導
入
に
当
た
っ

て
新
し
い
技
術
を
理
解
す
る

の
が
難
し
い
た
め
に
判
断
に

手
間
取
っ
た
こ
と
も
分
か
っ

た
。
そ
こ
で
国
交
省
は
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
け
、
情

報
を
二
元
化
し
提
供
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

CsUser0
建設工業新聞


